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私が災害ボラ
ンティアに参加
したのは去年の
ゴールデンウィ
ークだ。県が派
遣するボランテ
ィアに参加した。
３日間の活動で
あったが，その
内容は，１日目
が岩手県陸前高
田の広田小学校
にて，「ひとときのお楽しみ」と題してお祭りを
した。２日目と３日目は，瓦礫の撤去作業であっ
た。
まず１日目のお祭りではたくさんの子供たちが
来てくれた。彼らも被災者であり，親や兄弟，友
達を失い，心に傷を負っているのだと思うと，ど
う接すればよいのかわからない部分が始めはあっ
た。しかし彼らのほうから着ぐるみを着た私のほ
うに寄ってきてくれ，一緒に遊んだ。彼らが笑え
ば大人たちも笑う。彼らが元気で，笑っていてく
れることが復興には不可欠だと思った。
２日目と３日目は瓦礫撤去作業であった。この
時期はまだ瓦礫があっちこっちにあってどこから
手をつければよ
いのか見当もつ
かない状態であ
った。津波によ
って運ばれた瓦
礫は土の中に埋
まっていて，見
えている瓦礫を
撤去した後，土
を掘ればまた瓦
礫が出てきて，
作業は難航した。
１０人ぐらいのチームで一日作業してようやく一つ
の家がきれいになるというペースであった。一日
の作業が終わるとその家の方から「ありがとうご
ざいました」と言っていただいた。ボランティア
に参加する前は，何の資格もない学生が行って何
ができるのかと不安に思っていた。しかし実際に
行って，ありがとう，と言ってもらえた。本当に
うれしかった。が，同時に，申し訳なくも思った。
私たちは３日間だけのボランティア活動でまた日
常の生活に戻ることができる。しかし，被災者の
方たちはこれからもこの地域で生活していかなけ
ればならない。ボランティアができる一日の作業
ペースと，被災地が広範囲に及んでいることを考
えると，息の長い支援が必要だと感じた。
このボランティアに参加して，私は本当によか
った。自分にいったい何ができるのか，被災者と
どう接すればいいのか，現地に行く前はいろんな
不安があった。しかし被災者の方からの感謝の言
葉が，私にもできることはあるという自信になっ
た。初めはどんなことでも不安だ。しかし，とに
かく飛び込んでみることが大切だと思った。飛び
込んでみて自分にできることから始めればいいの
だ。これからの大学生活でも，そして医師になっ
ても，さまざまな困難があるだろう。恐れる気持
ちもあると思う。それでも，とにかく飛び込んで
みようと思った。
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